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研究の内容

技術の特徴
・官能評価の項目設定時に参照できる用語体系を発展させ、食物名、用語から検索できるデータベースとして
利用できるよう、検索システムを作成した。
・日本語テクスチャー用語445語をテクスチャー要素の観点から分類し、対象食物名（935品目）、用語認知度、
用語の英語での説明等の情報を付した。

 テクスチャー用語445語は、研究者へのアンケート、インタビュー、文献調査から収集した。文献2)
 用語の認知度は、都市部（首都圏・京阪神地区）の消費者3533人へのアンケートによった。文献3）4)
 用語の分類に関しては、大分類は力学的特性、幾何学的特性、その他の特性（水・油脂に関する特性）の３特性で、

ISO11036 Texture Profileの３要素と対応している。中・小分類はテクスチャー研究者へのアンケート結果に多次元
尺度法とクラスター分析を適用して行った。文献6)

 用語に対応する食物名は、選抜・訓練を受けた十分なテクスチャー評価経験のある分析型のパネリスト18人への
アンケートによって、収集した。文献5)

検索システムの試行（ご協力いただける方はご連絡ください）

＜検索画面の例＞

食べ物から検索 用語から検索


